
京都大学・こころの未来研究センター・研究員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

挑戦的萌芽研究

2017～2016

自閉症スペクトラム障害のある児童における言語コミュニケーションの個人差の検討

Individual differences in language communication in children with Autism 
Spectrum Disorder

７０６１７２５８研究者番号：

田村　綾菜（TAMURA, Ayana）

研究期間：

１６Ｋ１３６０６

平成 年 月 日現在３０   ６   ７

円     1,100,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、よりコミュニケーションの上手なASD児者をモデルとした支援方法の開
発に向けた端緒として、ASD児における言語コミュニケーションの個人差を明らかにすることを目的とした。発
達障害の要支援度評価尺度（Multi-dimensional Scale for PDD and ADHD ; MSPA）を用いて特性の分類を試み
た結果、ASDの診断のある子どもを３つの群に分類することができた。また、日本版CCC-2「子どものコミュニケ
ーション・チェックリスト」を用いて特性の分類を試みた結果、４つの群に分類することができ、比較的コミュ
ニケーションの困難が少ない群の存在が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to clarify individual differences in verbal
 communication in children with ASD as a starting point for developing a support method modeling ASD
 children with better communication. As a result, attempted classification of characteristics using 
Multi-dimensional Scale for PDD and ADHD (MSPA), it was possible to classify children with ASD 
diagnosis into 3 groups. In addition, as a result of attempted classification of characteristics 
using the Japanese version of The Children’s Communication Checklist Second Edition (CCC-2), it can
 be classified into 4 groups, and the results shows that there are a group with relatively few 
communication difficulties.

研究分野： 発達心理学

キーワード： 自閉症スペクトラム障害　言語コミュニケーション　個人差

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

2012 年の文科省の調査によると、通常学
級に在籍していて、知的発達に遅れはないも
のの、学習面や行動面で著しい困難を持って
いる児童生徒の割合が全体で 6.5%と報告さ
れている。これは 40 人学級ひとクラスに 2-3

人は発達障害の可能性のある児童生徒がい
る計算になる。この中で、「学習面の困難」
を抱えているのが学習障害（LD）、「行動面の
困難」の中で「不注意または多動性・衝動性
に著しい問題」を抱えているのが注意欠如・
多動性障害（ADHD）に該当し、「対人関係
やこだわり等」に著しい問題を抱えているの
が、自閉症スペクトラム障害（以下、ASD）
に該当するとされており、ASD の児童生徒は
およそ 1.1%いると推定される。しかし、ま
だその支援方法は確立されていない。 

ASD のある人は、言語コミュニケーショ
ンにおいて困難が生じるとされている。例え
ば、比喩や皮肉といった「文字通りでないこ
とば（nonliteral language）」の理解が困難
であることが知られている（Happé, 1993, 

1994）。このように、従来の研究では、定型
発達児者と比較して、できない部分（deficit）
を示す研究が中心であった。そして、臨床的
な介入では、コミュニケーションに困難を持
つ個人の社会的知識を強化することに焦点
があてられるが、十分な社会的知識を獲得し
たとしてもより柔軟に適切な行動へと変換
するのが難しいことが指摘されていた
（Begeer, et al., 2008）。 

他方、ASD の人は定型発達の人よりも
ASD の人の行動に共感を示しやすい
（Komeda, et al., 2015）という報告がある。
このことは、コミュニケーションの支援にお
いて、適切な行動への変換が難しい原因のひ
とつとして、これまでの支援は定型発達児者
をモデルとして進められてきたことにある
可能性を示唆している。すなわち、ASD の中
でも、よりコミュニケーションが上手な人を
モデルとすることで、適切な行動への変換が
容易となるような支援が可能となるのでは
ないかと考えられる。 

ASD におけるコミュニケーションの困難
の程度には個人差があり、こうした個人差に
焦点を当てた研究は少ないのが現状ではあ
るが、一人一人のニーズに応じた発達支援を
考える上で、個人差を明らかにしていくこと
は重要な研究課題であるといえる。申請者は
ASD 児を対象とした予備的研究から、他者へ
の情報伝達場面において、より効率よく情報
を伝達できる ASD 児が存在することを報告
している（Tamura, et al., 2015）。しかし、
そのような児童の言語コミュニケーション
において、どのような特徴がみられるのかま
では明らかにしていないのが現状である。 

 

２．研究の目的 

本研究では、よりコミュニケーションの上
手な ASD 児者をモデルとした支援方法の開

発に向けた端緒として、ASD 児における言語
コミュニケーションの個人差を明らかにす
ることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 
(1) 発 達 障 害 の 要 支 援 度 評 価 尺 度

（ Multi-dimensional Scale for PDD 

and ADHD ; MSPA）を用いた検討 

 コミュニケーションの困難は、日常生活の
さまざまな場面において影響するが、特に学
齢期の子どもにとって大きな問題となるの
が学習場面である。学習に困難のある子ども
たちの支援を考える上では、コミュニケーシ
ョンを含めた幅広い特性について考慮する
必要がある。そこでまず、発達障害の要支援
度評価尺度（Multi-dimensional Scale for 

PDD and ADHD ; 以下、MSPA）を用いて
学習に困難のある子どもの特性の分類を試
みた。 

MSPA は、発達障害の特性について、「コ
ミュニケーション」「集団適応力」「共感性」
「こだわり」「感覚」「反復運動」）、「粗大運
動」「微細協調運動」「不注意」「多動性」「衝
動性」「睡眠リズム」「学習」「言語発達歴」
の 14 項目から評価し、1～5 まで 0.5 間隔の
9 段階で特性の程度と要支援度を数値化する
尺度である（Funabiki, et al., 2011）。2.5 よ
り高い場合、その特性は要支援と考えられる。
各項目は本人や保護者との面談を通して評
価し、各項目の結果をレーダーチャートに示
すことで、発達障害の特性や支援が必要なポ
イントを視覚的にとらえられるようになっ
ている。 

対象 学習に困難のある小学 2年生～高校
1 年生までの子ども 18 名（平均年齢 11.1±2.6

歳）を対象に MSPA の評定を実施した。診断
名の内訳は、ASD のみが 10 名、ASD と
ADHD の併存が 3 名、ASD+LD の併存が 1

名、ASD+ADHD+LD の併存が 1 名、LD の
みが 2 名、診断のない者が 1 名であった。 

手続き 学習の個別支援担当者が本人お
よび保護者との面談を通して発達・生活歴を
聴取し、評定した。 

 

(2) 日本版 CCC-2「子どものコミュニケーシ
ョン・チェックリスト」を用いた検討 

次に、ASD 児における言語コミュニケーシ
ョンの個人差をより詳細に検討するため、日
本版 CCC-2「子どものコミュニケーション・
チェックリスト」を用いて特性の分類を試み
た。 

CCC-2 は、日常場面における子どもの言語
コミュニケーション能力について、音声、文
法、意味、首尾一貫性、場面に不適切な話し
方、定型化されたことば、文脈の利用、非言
語的コミュニケーション、社会的関係、興味
関心の 10 領域から包括的に評価するツール
である（大井ほか, 2016）。1 領域あたり 7 も
項目の計 70 問の質問によって構成されてい



る。各質問にあるような行動が、どのくらい
の頻度で見られるかを、0. 週に 1 回以下（も
しくは全くない）、1.週に数回はあるが、毎日
ではない、2. 日に 1, 2 回、3. 日に数回（3

回以上）の中から判断してもらうようになっ
ている。 

対象 ASDのある 7～18歳（平均年齢 14.9

±2.4 歳）の子どもを持つ保護者 20 名を対象
とした。 

手続き 保護者に直接もしくは郵送にて
配布して記入を依頼し、その場もしくは後日
回収した。 

 

４．研究成果 
 
(1) 評定項目のうち「学習」をのぞく 13 項目
の評定値をもとに、クラスター分析を行った
後、各クラスターの特徴を検討した。クラス
ター分析の結果から、4 つのクラスターに分
類した。クラスターごとの各特性の平均評定
値を MSPA のレーダーチャートに示したも
のが図 1 である。 

 

 

 

 

各クラスターの特徴は以下の通りであっ
た。 

クラスター１ 18 名中 7 名が該当した。
「コミュニケーション」「集団適応力」「こだ
わり」「感覚」「粗大運動」「微細協調運動」
の要支援度が他のクラスターよりも高かっ
た。要支援度の高い項目が多く、特に、ASD

特性に加えて運動特性に配慮した支援が必
要な群であると考えられる。 

クラスター２ 18 名中 7 名が該当した。
「共感性」「不注意」「多動性」」「衝動性」の
要支援度が他のクラスターよりも高かった。
ASD 特性に加えて ADHD 特性に配慮した支
援が必要な群であると考えられる。 

クラスター３ 18 名中 3 名が該当した。
「コミュニケーション」「集団適応力」「共感
性」「こだわり」以外の特性は要支援度が低
かった。主に ASD 特性に配慮した支援が必
要な群であると考えられる。 

クラスター４ 18 名中 1 名が該当した。他
のクラスターに比べて、「コミュニケーショ

ン」「集団適応力」「共感性」「こだわり」の
要支援度が低かった。「学習」の要支援度が
最も高く、不注意に配慮した支援が必要なタ
イプであると考えられる。 

なお、４つのクラスターのうち、ASD の診
断のある子どもは、クラスター1～3 に分類さ
れた。同じ診断名であっても、より特性が似
ているタイプ同士の方が共感しやすく、モデ
ルになりやすいと考えられる。診断名ではな
く特性による個人差を明らかにすることで、
より個別のニーズに合った支援方法の開発
につながることが期待される。 

 

(2) 10 領域の評価点をもとに、クラスター分
析を行い、各クラスターの特徴を検討した。 

クラスター分析の結果から、4 つのクラスタ
ーに分類した。クラスターごとの各領域の平
均評価点を図 2 に示した。 

 

 

 
各クラスターの特徴は以下の通りであっ

た。 

クラスター１ 20 名中 6 名が該当した。
「社会的関係」の評価点が他のクラスターよ
りも高かった。この領域は、「悪気はないの
に、他の子どもを傷つけるようなことをした
り、おこらせるようなことを言ったりしてし
まう。」などの項目がある。ASD で困難がみ
られやすい特性であるとされているが、比較
的困難が少ない群であると考えられる。 

クラスター２ 20 名中 2 名が該当した。
「意味」「文脈の利用」の評価点が他のクラ
スターよりも高かった。「意味」の領域は、「目
に見えることよりも、概念を表す抽象的な語
（「知識」「政治」「勇気」など）を使う。」な
どの項目があり、「文脈の利用」の領域には
「皮肉っぽいユーモアがわかる。」などの項
目がある。言語の構造的側面とコミュニケー
ションの語用的側面の両方において、比較的
コミュニケーションが良好な群であると考
えられる。 

クラスター３ 20 名中 9 名が該当した。
「文法」が他のクラスターよりも低かった。
この領域は、「過去形の「た」が使えない。
例えば、「先週スキーに行った」と言うべき
ところを「先週スキーに行く」と言う。」な
どの項目がある。この特徴は特異的言語発達
障害（SLI）の子どもにしばしばみられると



され、言語の構造的側面の問題が生じやすい
群と考えられる。 

クラスター４ 20 名中 3 名が該当した。
「場面に不適切な話し方」「定型化されたこ
とば」の評価点が他のクラスターよりも低か
った。「場面に不適切な話し方」の領域は、「だ
れも興味をもたないようなことをくり返し
しゃべる。」などの項目があり、「定型化され
たことば」では「他の人が言ったばかりのこ
とをくり返す。」などの項目がある。コミュ
ニケーションの中でも語用的側面の問題が
生じやすい群と考えられる。 

以上のように、同じ ASD という診断をも
つ子どもたちの中でもコミュニケーション
の特徴が多様であることが示された。その中
で、「社会的関係」「意味」「文脈の利用」な
どの領域が比較的高く、コミュニケーション
の困難が少ない群の存在が明らかになった。 
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